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卓  話 ●福井繁樹会員  

「半世紀の変化」 

「半世紀の変化」というテーマを選んだ理由ですが、１０月１２日の会長の時間で冨田会長が

１９７０年代からの北米産の外来種である背高泡立草と日本の在来種であるススキについて、

背高泡立草が外来してから現在に至るまでのススキとの関係性や、１９２０年に日本で初めて

ロータリークラブが設立されてからの会員数のお話しがありました。また、１１月１６日には、

第３地域ロータリーコーディネーターの滝澤功治様より「ロータリーの魅力」のお話しの中で、

メークアップが入会したころは期間が例会の前後７日間であったのが、１９９５年規定審議会

で例会の前後１４日間と長くなり、その後２０１９年規定審議会で「同一年度内」となり、２

０２２年の規定審議会では、例会出席の報告義務が廃止され「大きな変更」とお話しをされて

いました。そういったお話しを聞きながら、私も来年の２０２４年には５０歳を迎える年でも

ありこのテーマでお話しさせて頂こうと思い「半世紀の変化」というテーマにしました。まず、

世代についての変化をお話ししたいと思います。半世紀前の１９７１年から１９７４年頃に生

まれた私の世代は「団塊の世代」の子供の世代にあたり、「団塊ジュニア世代」と言われてお

ります。次に１９８７年から２００４年生まれは、授業時間数の削減など「詰め込み教育から

ゆとり教育へ」の転換がはかられた時代に学齢期を過ごし、また学生時代からスマートフォン

を使いこなし、ＳＮＳを駆使して横のつながりや「共感」を大切にする世代で「ゆとり世代」

と言われております。そして、１９９５年から２０１０年頃までの生まれは、家庭にパソコン

が本格的に普及しはじめて生まれた時点でインターネットが利用可能であった最初の世代で、

ＩＴテラシーが高く、ＳＮＳを解しての情報収集、情報発信を得意とし「Ｚ世代」と言われて

おります。もともとアメリカでは、１９６０年から１９７０年代生まれを「Ｘ世代」、１９８

０年から１９９０年代前半を「Ｙ世代」と呼んでいた流れで、それに続く世代として「Ｚ世代」

と呼ばれるようになったそうです。各世代には、それぞれの時代の背景を反映した特色があり

ます。そこで、半世紀の変化で、まずは、出生数の変化について調べてみました。第 1 次ﾍﾞﾋﾞ

ｰﾌﾞｰﾑ期には約２７０万人、第 2 次ﾍﾞﾋﾞｰﾌﾞｰﾑ期のちょうど半世紀前の１９７３年には約２１０

万人でしたが、１９７５年に２００万人を割り込み、それ以降毎年減少し、２０２２年は約７

７万人と、統計を始めた１８９９年以降で最少となり、初めて８０万人台を割り込んでいます。

次に身近な機械はどのように変化していったか調べてみました。まずは冷蔵庫です。１９１８

年にアメリカで世界初の電気冷蔵庫が開発され、１９３０年に芝浦製作所（現東芝）は初の国

産冷蔵庫を製造、１９５２年に国産初の一般家庭向けの小型電気冷蔵庫が発売されました。そ

してちょうど半世紀前の１９７３年に３ドア冷蔵庫が販売され庫内を食材別に仕切るのが一

般的になりました。今、本来なら食べられる食品が捨てられる「食品ロス」が大きな問題とな

っておりますが食品ロスのうち、半分近くは冷蔵庫から生まれているという研究結果もありま

す。現在、冷蔵庫での食品ロスを減らすさまざまな技術が研究、実用化されています。次に電

話について調べてみました。１８９０年に東京－横浜間で電話サービスが開始し、１９００年

に上野駅と新橋駅に公衆電話が設置されました。１９６２年には、どの家庭にも備えられてい

たダイヤル式黒電話機が登場し、やがてプッシュフォンに置き換わり、固定電話にはファック



2 

 

スや録音など様々な機能が加えられました。１９９０年代にはコードレス電話機が急速に普及

致しましたが、現在は、固定電話の利用は携帯電話の利用拡大に伴って次第に減少しておりま

す。携帯電話は、１９７９年に第１世代移動通信システム（１Ｇ）が稼動を開始し、１９８５

年に可搬型無線電話として肩掛けタイプのショルダーフォンが登場しました。１９８７年にＮ

ＴＴが携帯電話サービスを開始し、ＮＴＴからハンディータイプの携帯電話を発売、そして１

９９１年にはＮＴＴがムーバを発表、１９９９年には携帯電話からインターネット接続サービ

スが開始し、２００４年にはおサイフ携帯が登場、２０２０年には第５世代移動通信システム

（５Ｇ）が稼動を開始しております。 

また腕時計においても、１９７２年にアメリカで世界発のデジタル時計が登場し、１９７７

年にはキーボードを備えたＬＥＤ式のデジタル時計が登場、１９８４年にはＣＰＵを備えてパ

ソコンと接続出来る腕時計が発売、２０１０年には人体の活動の様子を計測出来る様々なセン

サーを備えた機種が続々と登場しております。一方で、先ほどお話しました１９００年に登場

した公衆電話においては、１９８４年（昭和５９年）がピークで約 93 万台ありましたが携帯

電話の普及により２０２３年３月末時点では、約１２万台となり、３９年で約８１万台削減さ

れております。また、１１月２９日の３月末時点では、約１２万台となり、３９年で約８１万

台削減されております。また、１１月２９日の神戸新聞にも、携帯電話の影響に関連する記事

の記載がありました。どのような内容かと言いますと、「小中高 視力１．０未満最多 スマ

ホ利用増影響」という記事です。２０２２年度の学校保健統計調査によりますと、裸眼視力が

１．０未満の割合は小学生３７．８８％・中学生６１．２３％・高校生７１．５６％でいずれ

も過去最多で視力低下が深刻で、文部科学省は「スマートフォンやデジタル端末を使う時間が

増えたため」と分析しております。裸眼視力は１９７９年度から調査されており、当時は１．

０未満の小学生１７．９１％・中学生３５．１９％・高校生５３．０２％だったそうです。こ

れも、一つの半世紀の変化だと感じました。この度の原稿を考えていますと、不思議と色々な

ことが目に止まります。２０２２年（令和４年）６月２３日の家庭集会も１００年の節目を迎

えた旧網干銀行湊倶楽部で行われましたが、１９２２年（大正１１年）５月に落成式が執り行

われ、１９７０年から４５年間洋装店の店舗に、２０１９年からはレストランへと変化をして

おります。また来年には２０年ぶりに一万円札・五千円札・千円札の紙幣のデザインが一新さ

れ、新紙幣が発行されます。半世紀前の１９７３年には、第４次中東戦争をきっかけに第一次

オイルショックが発生し石油価格が高騰、狂乱物価といわれたインフレが市民生活や産業界を

直撃した時代背景があり、そこから半世紀で色々なものが大きく変化し現在がありますが、こ

れからも良き変化に対しては、楽しみながら過ごせたらと思っております。 

 


